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	令和７年度
	進路だより　
	日本大学櫻丘高等学校　進路指導部
	第８号（3月17日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	はじめに
	今回の内容
	１【１，２年生】  　　春のオープンキャンパス・ 　　 進学相談会に参加しよう ２【１，２年生】 　　4月の基礎学に向けて ３ 【２年生】 　　運命の志望校の見つけ方, 　　出会い方 ４ 【１，２年生】 　　３年生入試結果報告
	　1日に百周年記念館にて第65回卒業証書授与式が挙行されました。     １,２年生にとっては遠い未来のように感じられるかもしれませんが,高校生活はあっという間に過ぎ去っていきます。毎日の学校生活を改めて大切にしてください。 　進路決定においては，第一志望を叶えられた生徒がいる一方で，残念ながら涙をのんだ生徒もいます。しかし，どのような進路になったとしても，自分が進む道に後悔がないようにしてもらいたいと思います。進路探究を入念に行い,今後に備えていきましょう。 　さて，１，２年生は学年末考査を終えて，今年度も修了式を残すのみとなりました。この節目の時期に１年間を振り返り，春休みと新学年の生活を有意義なものにしましょう。
	主な学習・進路行事 ３／１９（木）　修了式 　　２１（土） 春期講習（～2５日） 　　２６（木） 春期特別講習 　　　　　 　（～３１日） ４／１０（金）  スタディーサポート 　　１５（水） 　　１，２年基礎学力到達度テスト 　　１６（木） 　　３年基礎学力到達度テスト


	１年生　２年生　

	春のオープンキャンパス・進学相談会に参加しよう
	進路指導室で進学情報などを掲示しています
	１年生　２年生　

	4月の基礎学に向けて
	２年生　

	運命の志望校はどこ？大学の見つけ方、出会い方
	Ｑ：なぜ知名度や偏差値で志望校を決めてはいけないの？
	Ａ：大学選びは人生の大きな岐路となる大切な選択だから！
	　結婚式や法事の引き出物でよく用いられるカタログギフト（たくさんの掲載ギフトの中から好きな物を選べる）を利用したことはありますか？１万円の文房具なら何を選びますか？１０万円の家具なら？３００万円分の商品なら？真剣に選びますよね？ブランドだけで決めずに商品の性能を詳しく調べ,何度もページをめくって候補の品を比較し,実物を見るためにデパートに足を運ぶ,インターネットのクチコミを参考にするなどすると思います。大学選びも,同様に熟慮する必要があります。 　４年間でかかる学費を考えると,皆さんは何百万円もする買い物をするようなものです。とことん調べて,納得のいく選択をしましょう。大学のブランドだけでなく,どの大学のどの学部でどのように学ぶのか,それぞれの違いを徹底的に比較してみましょう。 大学に足を運び,学生の姿や生の声に触れ,「学び」を具体的にイメージしましょう。 　大学を選ぶときの観点としては以下のようなものがあります。 ①　学びたい学問,専門分野から決める（研究室の充実度や教わりたい教授　など） ②　理想の将来像で決める（就きたい職業や海外居住の展望　など） ③　大学で叶えたいことで決める（部活動やサークル活動,交友関係　など） ④　現実的な都合で決める（国公立か私立か,実家か一人暮らしか　など）
	　自分にとって素晴らしい志望先が見つかったならば,きっと受験勉強を頑張れるはずですよ。
	１年生　２年生　


	３年生入試結果報告
	　私大や国公立大の後期合格発表を控えているものの，多くの３年生の進路が決定しましたのでお知らせします。 　３年生470名のうち，63％に当たる298名が付属推薦での進学を決めています。付属推薦のうち，基礎学力選抜の生徒は225名（日大進学者の75.5％）となっています。付属特別選抜に比べて，基礎学力選抜の定員が圧倒的に多いことを物語っています。基礎学力選抜では，基礎学の結果をもとにセレクションが行われます。１，２年生は，4/15,16の基礎学に向けて，入念に準備しましょう。（次ページへ）
	　日大や他大学の合格件数は下の表のようになりました。特に難関私立大学の合格者は年々増加しています。これもひとえに３年生の頑張りと，その頑張りを支えたご家庭のおかげです。３年生の皆さん，本当にお疲れ様でした。 　そして，次は２年生の番です。志望校の合格を目指して，引き続き頑張りましょう。
	●日本大学付属推薦　進学件数
	●他大学合格件数（現役のみ）
	その他大学の合格者数は進路指導部まで 　　　　　　　　　　　（３月12日現在）

	終わりに
	　今回の第８号をもって、今年度の『進路だより』は終了となります。皆さんに向けて、「考えて欲しいことや知っておいて欲しいことを届けたい」「将来について考える皆さんの背中を押してあげたい」という一心で『進路だより』を作り続けてきました。進路を考える機会になったでしょうか。 　「大学はどこに行こう？」「自分に向いているものは何だろう？」「将来何をして生きていこうか？」進路についての悩みは深いものばかりで、すぐに答えが見つかるものではありません。自分と向き合うことは大変で、後回しにしてしまうこともあるでしょう。しかし、落ち着いて身のまわりをよく見てみると、何気ない学校生活の中にいろいろな「きっかけ」が転がっていることに気づきます。その気になれば、皆さんは何にでもなれる。自分の可能性にフタをせず、将来にワクワクしながら、進路について考え続けてください。


